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図Ⅱ　　図Ⅱにおいて，立体は四角すい

　であり，直線は平面と垂直である。

　である。四角形は長方形で

　あり，，である。は

　辺上の点である。は，を通り辺に

　平行な直線と辺との交点である。と

　とを結ぶ。は，を通り辺に平行な直線

　と辺との交点である。ととを結ぶ。

　このとき，点は同じ平面にある。

　　次の問いに答えなさい。

　　次のア～エの角のうち，その大きさがであるものはどれですか。すべて選び，記号を

　　〇で囲みなさい。

　　　　ア　の内角　　　　イ　の内角

　　　　ウ　の内角　　　　エ　の内角

　　であるとき，

　　①　の面積を求めなさい。

　　②　立体の体積を求めなさい。



略解　

　　直角三角形，および長方形は互いに垂直であるから
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

　　　　　，，，

　　　よって　，　　答　ア，エ

　　において，

　　　＝，，であるから

　　　　　，　から

　　　，から

　　　　　：：：：
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　　②　，および，から

　　　　　　，

　　　立体をで分けると，底辺，

　　　高さの三角すいと，底辺，高さの

　　　三角すいのつになる。
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別解　

　　②　

　　

　　　上左図のように，切頭三角柱の体積は「底面積高さの平均」で与えられる。

　　問題の上右図において，三角柱を平面で切り取ったものが求める立体

　　だと考えると　
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　を用いて
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